








































































































































































































(3年計画のうち 3年次日)研究期間 2008(平成20) 年 4 月 1 日 ~2011 (平成23)年3月31日
2.平成22年度研究所プロジェクトによるフォーラム「台湾をめぐる境域J






































ゲアン諸島の海民に関する資料“Bijdragetot de kennis van den Kangean-archipel， medegedeeld 
door J L. van Gennep (Contributions to the knowledge of the Kangean-archipelago. conveyed 





開催日:2010年12月30日(木)14: OO~ 17 : 00
開催場所.インドネシア・デイボネゴロ大学アジア研究所 (PusatStudi Asia. Diponegoro 
University) 
テ」マ:Bajo as Maritime Creole (クレオール民族としてのパジョ)
報告者・長津一史
デイポネゴロ大学文化学部歴史学科の YetyRochwulaningsih教授により企画された
lnternational Symρosium on Studies on Remote lslands and the Societies in lndonesian Arch伊elagoIこ招





開催日:2011年1月8日(木)10: 30~ 12 : 00
開催場所:ハサヌデイン大学学長棟 (GedungRektorat. Hasanuddin University) 




京都大学東南アジア研究所等主催の TheηhめlotoUniversiかSoutheastAsia Forum: Politics， 
Livelihood and Local Praxis in the Era 01 Decentralization in lndonesia， atHasanuddin University にお
いて. Genealogies of Nusantara: Reconsidering the History. Locus and Identityセッションを組
織した。同セッションは，長津のほか.Dr. Aris Poniman (インドネシア国土地理院BAKOSURTANAL 




































・“Bajoas Maritime Creole." Internationα1 Symposium on Studies on Remote Islands and the Societies 
in Indonesian Arch砂elago.at Pusat Studi Asia. Diponegoro University (デイポネゴロ大学アジ
ア研究所) • Semarang. Indonesia. December 30. 2010. 
・“OnMaritime Frontier: A Socio回EcologicalSetting and Identity of the Sea Folks in Wallacea." 
The 7th Kyoto University Southeαst Asia Forum: Politics， Livelihood and Local Praxis in the Era 01 
Decentralization in Indonesia，αt Hasanuddin Universi砂(ハサヌデイン大学).Makassar. Indonesia. 
場所:鶴見大第31回研究会民俗文化研究所
人






. 1映像紹介"BeasiswaA La Bajo" 1パジョ流奨学金J20分，インドネシア語，英語字幕，
Directors: Rosniawanti Fikri Tahir/ Tomy Almijun Kibu. 2010年インドネシア・メトロ TV

























































































































































































































































































































































本氏の報告では. I跨境人」に関する概念として， トランスナショナル・ファミリー(跨境家族)• 
















9 月 24 日 ~28 日(但し，調査費は個人負担). 9 月 19 日 ~22 日
〈調査期間〉











































































② 同じく，釜山南図書館にてI氏と12時30分に待ち合わせる。 I氏は女性で現在. 78歳である。
東京で生まれ，深川区の国民学校に通ったという。 1945年3月9日の空襲で父，兄夫婦が亡く
なり. 1945年11月に下関から連絡船に乗って釜山へ引き揚げる。 I氏の昼食がまだのようだ、っ
たので，図書館の食堂での食事に皆で同伴した。その後，次のインフォーマントに会うために
図書館を出ょうとすると，通訳会の活動日ということで約50名ほどのメンバーが集まってお
り，会長にあいさつに伺うと，皆の前でスピーチをしてほしいと頼まれた。突然だ、ったが，皆
の前で報告者の自己紹介と今回の調査の目的を簡単に話させてもらった。数人の方々からの質
問を受け，ほとんどの方に暖かく迎え入れていただいた。次回のインタビュ}にはぜひ応じた
いと積極的な方もいた。
③ 午後3時30分に待ち合わせのJ氏に会うために，温泉場交差路へ移動する。 J氏は男性で現
在.82歳である。全羅道の南原出身で1944年9月の15歳のときに徴用の令状をもらう。その後，
山口県宇部市の炭鉱に行く。そして. 1945年7月に釜山に帰国する。朝鮮戦争にも従軍する。
④ すべての聞き取り調査が終了し，午後5時から釜山大学の研究者たちと大学のそばの 02
Cinema Cafeの会議室で研究会を聞く。そこで，報告者のこれまでの下関の在日コリアン調査
の中間報告をした。
???????????????????
9月28日
金海国際空港から成田空港への帰路に着く。
〈成果と課題〉
今回の下関の在日コリアンへのインタビューは，在日一世もしくは高齢者に焦点をあてた調査と
いうことで，コーデイネータ」の方に尽力いただいた。それは，一世の高齢者が少なくなっている
現状から，彼らの貴重な生活誌/史を可能な限り早期に収集する必要性があるからである。しかし
民族団体等の仲介であったために，その団体関係者がインフォーマントであるなど，かなり人選が
限られていた。その他の40歳代.50歳代の2名は，報告者の知人であり比較的若い世代ではあるが，
今後各年代層の聞き取りを収集する予定であるので，その一環として位置づけることができると考
える。下関の在日コリアンに関しては，大小のコリアンコミュニテイがあり，その形成過程や解消
過程への注目が必要であり，同時に地方都市下関市の歴史自体も視野に入れ，地域社会の中でどの
ように在日コリアンおよびコミュニティが併存しているのかを社会史的な視点で考察することも今
後，重要な課題である。
また，釜山における日本からのヲ|き揚げ者は，今回協力していただいた通訳会のメンバーだけで
も少なくとも50名はいるので，今後も引き続き聞き取りを重ね量的調査を視野に入れたいと考えて
いる。
18 
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